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新新語

十番勝負

　経済評論家の内橋克人氏が、東日本大震災復興にあたって提言している構想。Fは「Foods（食
糧）」、Ｅは「Energy（自然・再生エネルギー）」、Ｃは「Care（介護・ケア）」の頭文字で、被災
地のそれぞれの地域内における食糧・エネルギー・介護の自給をめざそうというものです。

FEC自給圏

共 済 コ ー ナ ー
　

退
職
後
の
保
障
「
シ
ニ

ア
共
済
」
の
制
度
が
加
入

者
の
声
を
も
と
に
大
幅
に

改
善
さ
れ
ま
す
。

 （
２
０
１
２
年
４
月
１
日
施
行
）

　

改
定
で
は
、
死
亡
保
障

額
や
入
院
日
額
の
ア
ッ

プ
、
通
院
給
付
・
手
術
見

舞
金
の
追
加
な
ど
「
セ
ッ

ト
共
済
」を
基
本
に
、シ
ニ

ア
版
と
し
て
改
定
し
ま
し

た
。
シ
ニ
ア
セ
ッ
ト
型
は

６
種
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
現
在
２
種
類
）

　

掛
金
は
、「
年
齢
69
歳
ま

で
」と
、「
70
歳
以
上
」
の

２
段
階
と
変
わ
ら
ず
、
掛

金
額
に
つ
い
て
は
、
保
障

が
追
加
さ
れ
た
部
分
も
あ

り
、
若
干
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。 「シニア共済」

制度改正！

■
震
災
以
降
、
様
々
な
試
練
が
立
ち
は
だ
か
り
、

戦
後
で
最
大
の
難
所
か
も
…
。
一
致
団
結
し
て
日

本
が
よ
り
よ
い
方
向
へ
再
生
で
き
る
よ
う
に
、
自

分
の
で
き
る
こ
と
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

 

髙
本　

方
子
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
原
発
事
故
の
当
初
、
よ
く
テ
レ
ビ
に
出
て
、

「
大
丈
夫
だ
、
た
い
し
た
こ
と
な
い
」
と
言
っ
て

い
た
学
者
、
先
生
方
の
姿
を
最
近
見
ま
せ
ん
。
今

の
見
解
を
聞
き
た
い
も
の
で
す
。

 

森　

栄
克
（
大
阪
市
公
労
）

■
節
電
対
策
で
庁
舎
の
冷
房
を
止
め
る
通
知
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
一
度
も
止
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ホ
ッ
。 

 

河
南　

仁
史
（
大
阪
府
職
労
）

■
休
日
は
バ
ス
釣
り
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

川
端　

健
（
門
真
市
職
労
）

■
現
業
職
員
フ
ァ
イ
ト
！
イ
ジ
メ
に
負
け
る
な
！ 

 

田
中　

玲
子
（
大
阪
府
職
労
）

■
民
主
党
政
府
が
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
」
の
法
案
提
出
を
今
国
会
は
断
念
し
た
。
私
た

ち
の
運
動
の
成
果
だ
！
次
期
国
会
提
出
を
ね
ら
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
も
み
ん
な
の
運
動
で
や

め
さ
せ
よ
う
！

 

中
澤　

徳
子
（
守
口
市
職
労
）

■
夏
休
み
、
孫
の
野
球
部
の
試
合
に
夫
は
暑
い
の

に
応
援
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。
１
回
戦
で
負
け

た
の
で
す
が
、
本
人
は
四
球
で
塁
に
出
ら
れ
て
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

 

橋
谷　

行
世
（
八
尾
市
職
労
）

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

　

 

先
月
号
（
８
月
号
）
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
で
、
15
の

タ
テ
の
二
重
ワ
ク
は
削
除
し
て
く
だ
さ
い
。

新新語

十番勝負

　「みなし仮設住宅」のこと。震災で自宅を失った人が自前で民間の賃貸住宅を見つけて入居する
ことをさします。自治体が提供する仮設住宅では、通勤、通学に不便などの問題があります。岩
手、宮城、福島の３県は、被災者の要望を受け、「みなし仮設住宅」の入居者について、国ととも
に家賃を負担しています。

みなし仮設

タ
テ
の
カ
ギ

❶
蛹
が
成
虫
に
変
態
す
る
こ
と

❷
庶
民
の
住
宅

❸
木
材
や
氷
を
切
る
の
に
用
い
る

❹
仰
げ
ば
尊
し
わ
が
師
の
〇
〇

❺
Ｐ
Ｅ
と
は
保
健
〇
〇
〇
〇
の
こ
と

❻
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
南
東
部
の
国

❽
〇
〇
は
百
薬
の
長
と
か

10
歌
い
手

11
竹
を
用
い
た
工
作
物

13
子
ど
も
の
〇
〇
〇
じ
ゃ
な
い
ゾ

16
華
や
か
に
開
か
れ
た
若
人
の
〇
〇
〇

〇
18
ジ
ャ
ン
グ
ル

20
動
物
的
な
〇
〇
に
頼
る

22
原
因
と
〇
〇
〇

24
乗
り
物
に
乗
ら
ず
歩
く
こ
と

25
後
悔
。
〇
〇
が
残
る

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
自
分
を
生
ん
だ
両
親

❺
能
あ
る
〇
〇
は
爪
を
隠
す

❼
元
服
と
婚
礼
。
〇
〇
〇
〇
葬
祭

❽
ネ
オ
ン
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
ブ
ッ
ク
、

〇
〇
〇
ペ
ン

❾
事
件
の
〇
〇
を
握
る
人
物

10
一
家
の
収
入
・
支
出
を
記
入
す
る

12
志
を
立
て
る
こ
と
。
〇
〇
〇
伝

14
ア
ミ
ダ
・
貧
乏
・
宝
〇
〇

15
坊
主
憎
け
り
ゃ
〇
〇
ま
で
憎
い

17
ア
ブ
に
刺
さ
れ
る
と
痛
み
だ
け
だ
な

く
〇
〇
〇
も
感
じ
る

19
大
企
業
の
経
営
者
な
ど
が
構
成
す
る

21
現
金
で
な
く
〇
〇
で
買
う

23
当
店
は
下
記
に
〇
〇
〇
し
ま
し
た

24
奇
術
の
〇
〇
〇
〇
を
見
破
る

26
漢
字
の
音
読
み
と
〇
〇
読
み

27
裏
日
本
に
横
た
わ
る
海

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
10
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
１

年
11
月
号
の
紙
面
に
掲
載

７
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
１
年
７
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
セ
ツ
デ
ン
タ

イ
サ
ク
」で
し
た
。
各
職
場
か
ら
46
通

の
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で

次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
田
中
玲
子（
大
阪
府
職
労
）▼
森
栄
克

（
大
阪
市
公
労
）▼
葛
城
美
由
紀（
和
泉

市
職
労
）▼
吉
田
浩
之（
東
大
阪
市
職

労
）▼
後
藤
千
恵
美（
寝
屋
川
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：住民の安全まもるためにしっかりと…

７月号の解答
「セツデンタイサク」

タイド アシカセ
シヤクシ ツイン
ヨク ヨミ サチ
ウ ホウシユツ
タンジヨウ ゴ

カン ヨウ ヨセ
エガオ リクウン
デンシヤ サイシ

「大阪大都市圏の再生　　「大阪大都市圏の再生　　
　～自治・くらし・環境」　～自治・くらし・環境」

「新システム」じゃムリ！　　「新システム」じゃムリ！　　
これならできる待機児童解消これならできる待機児童解消

「原発～その利権の構造」「原発～その利権の構造」

大阪自治体問題研究所　編　　自治体研究社
　　　　　　　　　　　　　定価2095円＋税

中山　徹・大阪保育運動連絡会　編　　　　　
 かもがわブックレット　定価600円＋税

西谷文和　編

CO2を出さない？、低コスト？、止めたら停電？
目からウロコ！「原発のウソ」を斬る

この秋
おおいに

学ぼう！

　これからの大阪のまちを考える人
へ、お薦めの一冊です。大阪の地方
自治、住民運動に関わる研究者、運
動家が、①自治制度、②開発と財
政、③地域産業、④公務労働と市民
生活、⑤医療・福祉、⑥都市コミュ
ニティ、⑦温暖化と環境問題のテー
マで分析、提案しています。申し込
みは大阪自治体問題研究所まで。
電話06―6354―7220

　待機児童の解消はどうやったら
できるの？政府の「新システム」
の問題点は？現在の保育が抱える
問題と解決策をわかりやすく解説
しています。大阪自治労連保育部
会の役員も執筆しています。申し
込みは大阪保育運動連絡会まで。
電話06―6763―4381

ブックレビ
ュー ＤＶＤ

制作
イラクの子どもを救う会
本編32分
定価1000円（送料200円）
ご注文は「イラクの子ど
もを救う会」まで
名前、住所、電話番号と
注文枚数を記入してファ
ックスで
FAX　06―6875―8980
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や
っ
ぱ

共
済
や
ね


